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 『２０１１年３月１１日金曜日 １４時４６分』に

日本の三陸沖（牡鹿半島の東南東約130km付近）の

深さ約24km（暫定値）で発生したマグニチュード 

(Mw) 9.0（暫定値）の東北地方太平洋沖地震が発生し

た。４月１日には今回の災害を『東日本大震災』と名

称されました。 

 

【初期行動】 

 この日に開催予定だった会議の準備のため、２階病

棟の廊下を歩いていた時に「ゴゴッー」と地鳴りのよ

うな音と共に建物の軋む音、大きな揺れを感じまし

た。付近には患者様と職員がいましたが、「動かない

で。しっかりつかまってください」と声がけをするこ

としかできませんでした。付近の乾燥機付き洗濯機や

給湯器、ＴＶカード販売機等が倒れ、水道から水が噴

出しました。強い揺れは中々おさまらず、眼で状況を

観察していましたが、病院が倒壊してしまうのではな

いかという思いが頭をよぎりました。パニックの中、

「この建物は、耐震構造である、崩れる事はない」と

聞いていた事を思い出しました。 

 長い揺れ（３分程度）がおさまり、その場にいた職

員の無事を確認し、すぐに病室の患者様方の安全確認

をしました。余震に備え、 

 １．担送・護送の方のベッド移動 

   (枕元のＴＶや窓ガラスから離れた位置) 

 ２．ドアの開放(包帯でドアを固定) 

 ３．床の水汚れの除去(転倒防止) 

 ４．壁から時計や温度計の撤去など 

安全確保のために行動していました。「患者さん、全

員無事です」と次々に報告がありました。３階病棟も

同様に行動し、看護師は、担送・護送者にそれぞれ付

き添っていました。 

「廊下に物を置かない(避難路；消防法上)」を日頃か

ら守っていたことが災害時の被害を最小限にしたと考

えられます。 

 １階は別の光景になっていました。透析室前廊下の

天井から水蒸気と水漏れが発生し、外来患者様は雪が

ちらつく玄関前に避難していました。ガス臭があり、

扉の開放と元栓確認の指示が出ていて、確認の結果、

厨房内のガス釜のガス漏れと判明し、止栓・安全を確

認しました。その後、１F待合室に患者さんを誘導し、

職員が毛布や布団を準備、患者様方の保温に努めまし

た。 

 

 地震発生時、院長は開腹手術中でした。無影灯をず

らし、扉を開放しましたが、そのスタッフがその場に

座り込むほど大きな揺れでした。たまたま居合わせた

業者の男性２名にお手伝いいただき、７名で手術中の

患者さんの安全を守りました。揺れのおさまりを待ち

手術中止が決断されました。 

 その後、院長は事務長と共に各部署から病院の被害

状況報告を受けました。運営に支障をきたす被害とし

て病室を含め窓が外れた所が約１０ヶ所ありました

が、即日修理して入室が可能な状態になりました。停

電で商用電力は使えない状態でしたが、自家発電装置

の稼働で最低限の電力は確保できました。建物も安全

が確認できたため、院長指示のもとに、入院患者は病

室に戻り、自宅が心配だと申し出があった方は、退院

や外出となりました。 

 患者・職員の人の安全、建物の安全が確認でき一息

ついたのは、地震発生後およそ２時間後でした。イン

ターネットニュースや携帯動画放送で沿岸部が大津波

に襲われたとの情報を知り、その映像も目にしまし

た。当院の被災内容とは違う情報に、とてつもない事

が起きている事を実感しました。 

 

【病院としての機能は】 

 病院のライフラインの状況は、 

電気：自家発電（重油燃料）作動 

   ふだん暖房に使っている重油も地震発生後に予

定していた給油ができた為にほぼ満タン状態

だったが非常事態なので節電の指示があった。 

水道：濁り水であったが使用可能。飲料水は、RO水注

１を利用して、患者・職員が飲むことができた。 

都市ガス：翌日から使用することができた。 

通信網：NTTの基地局も被災し、外部との連絡ができ

なくなった。 

震災３日頃までは職員の携帯電話（特にソフト

バンク）で連絡できた。 

 

病院としての機能は、停電による電力不足で放射線関

連の検査や血液検査ができないために診療を制限せざ

るを得ませんでした。また、ガソリン不足により通勤

の足が確保できないため、スタッフの確保が困難でし

た。院長と事務長は、それらの困難を回避する方法に

ついて半日を待たずに検討を重ねていました。事務長

は、保健所や市役所に毎日足を運び、停電回避とガソ

リンの給油を懇願しました。回答は「医師・救急車・

送迎車両以外のガソリンについては自己努力してくだ
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看護副部長 兼 医療安全対策室長 



さい」という時もあり、行政も混乱してました。ガソ

リンスタンドへ直接交渉し、多少融通はしていただい

たものの、大きな改善にはなりませんでした。当院

は、血液透析ができる病院です。近隣の被災状況から

透析患者の受入れができるのは、大崎市民病院と当院

であり、腎センター長の判断で当院患者はもちろん要

請のあったクリニック等から患者の受入れを決定しま

した。そのためにも停電回避とガソリンの給油は急務

でした。自家発電、重油の残量、透析に携わる職員と

ガソリンの確保等、3月17日の被災後7日目に通電し

電気が使えるようになりましたが、ガソリンはほぼ

一ヶ月以上確保が困難でした。 

 外来診療は、被災後１１日目の３月２２日（火）か

ら通常診療に戻すことができました。消化器外来で

は、外来師長のもと避難所(大崎市武道館)に出向き、

短時間ではありますが避難者の健康相談のため、3月

12日(被災１日目)から4月8日まで継続して訪問しま

した。 

 

 停電でエレベーターは使えませんが２階病棟と３階

病棟へ入院患者の食事を１日３回（朝・昼・夕）提供

することは必須です。しかも職員が多くいる時間帯で

夕方の暗くなる前に配膳を終えるように食事時間の変

更が必要でした。そこで病棟と栄養科の状況を踏ま

え、朝食８時１５分・昼食１２時・夕食１７時と配膳

時間を調整し、階段を使い手渡しリレー配膳を開始し

ました。配膳時間に職員に集合をかけ、３階まで整列

しました。７日目の通電によりエレベーターが使用で

きるようになったため、手渡しリレー配膳は終了しま

したが、継続していく中で職員の日課になり、妙なこ

とに掛け声をかけることで気持ちが明るくなり、また

運動にもつながり、大変な中でも連帯感からか、ひと

つの楽しみに変わっていきました。患者さんの栄養を

守る為に、栄養士・調理士等は『限られた食材の中で

栄養のバランスを考えた食事を作る事』、他の職員は

その食事を『あたたかい内に提供する事』に努めるこ

とができました。これもチーム力の１つと考えます。 

 もう１つ苦慮した事は、食材の入手が困難な事でし
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た。泊り込んでいる職員や付き添いのご家族にも食事

の提供が決まりました。栄養管理科では患者様の食事

は『主食以外に栄養が不足することなくあたたかい具

沢山の料理を１品は提供したい』と考えていました。

震災直後、食材不足を懸念し、職員に自宅の食品や米

などを提供してもらい、急場を凌ぎました。食料の流

通再開は、震災後４日目になってもめどが立たず、厨

房の在庫が少なくなり、野菜類の供給が難しい状況に

陥りました。病院周辺のスーパーや商店は、日常商品

や食料品の販売をできない状態か、販売していても個

数の制限がありました。各家庭でも食料の入手ができ

ない状況でした。ましてや、入院患者の食材をまとめ

て購入する事は困難でしたし、この件で一般家庭に迷

惑がかからないよう配慮することを院長から指示され

ておりました。 

 また、院長発案で「生産者は、在庫はあるがガソリ

ン不足で出荷できずにいるのではないか、ならばこち

らから出向けば譲ってもらえるし、一般家庭に迷惑を

かけずに済む」との見込みで、生産者から調達できる

のではないかと発想しました。 

 私の田舎である加美町(旧中新田町)の知人に問い合

わせたところ、つながり難い携帯電話のメールと通話

で何とか連絡がとれ、病院の事情を伝え、『野菜を分

けてくれる農家はないか』と情報提供をお願いしまし

た。 

「ガソリンがないので取りに来てくれるなら準備す

る」、「明日であれば、つぼみ菜がある」など・・。

この情報がきっかけとなり、産地に出向き食材を入手

する言わば『買出し部隊(栄養科や男性事務職員と共

に)』の始まりとなりました。 

 

 15日は加美町(旧中新田町)、16日は大崎市岩出山

(旧岩出山町)の農家に伺い、根菜類、ねぎ、キャベツ

や摘みたてのつぼみ菜などを快く譲って(購入)戴きま

した。卵の生産者に有無を確かめると、大事な有精卵

を１００個単位で数日間分けて頂きました。野菜も

「道の駅」の方から必要な量を分けて頂きました。他

に も 醤 油・味 噌、豆 腐・油 揚 げ・納 豆、肉、ハ ム・

ソーセージなどは、壊れたビン等を片づけながら開け

ている商店、自家製の豆腐・油揚げを作っている小売

店、豆腐やハムの工場というように、普段であれば購

入で伺う事のない所までお願いに行き、また牛乳・プ

リンや飲料水など入手困難な食品を病院に直接運んで

戴いた会社の方もおられ、多くの方々のご厚意を頂き

ました。情報がない中で、人から人への確実な情報は

とても心強いものでした。そして「いいですよ」「あ

と何が足りないの」「何でも言ってね」という言葉に

人の温かさを強く感じました。 
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【情報の授受】 

 当院の震災対策会議は、震災発生１日目から15日目

まで、毎朝9時に院長、副院長、腎センター長、事務

長、各部署長が集合し、実施しました。日々変化する

現状に対する検討や情報の共有を行い、病院の方向性

を確認する事ができました。組織として災害時の基本

は「ルールを守ること」と気を引き締める言葉もあり

ました。また「思いやり」、「心遣い」が大事であ

り、思いやりや心遣いが被災した心を癒す効果につい

て訓示がありました。この様に1日の始まりに打合せで

情報共有を行い、職員が業務を行う際に不安にならな

いように情報の統一を図っていましたが、部署によっ

ては職員全員に伝わらない事があり、多少の混乱をき

たした事がありました。 

 通常の病院内の情報は、 

・週1回の朝礼（院長・事務長・各部署長） 

・病院内情報システムの掲示板で情報周知  

・各会議で報告 

の３つが主な方法があります。 

 

 今回停電により、病院内情報システムの掲示板が使

用できず、各会議も開催で出来なかったため、震災対

策会議のみが情報源でした。各部署では、情報伝達方

法を工夫（連絡ノートなど）していると思っていまし

たが、周知には至らなかったようです。 

 新潟中越地震の際、小地谷総合病院ではホワイト

ボードを活用し『わからなければ災害対策本部に行っ

て確認する』という方法を行っていたそうです。「小

規模病院だから伝わるだろう、災害対策会議で伝達し

たから大丈夫」ではなく、災害時は様々な箇所で混乱

を来たしますので、職員一人ひとりが確実に情報を把

握できる体制をとる必要があったと思うと同時に、反

省しています。 

 また院外の情報を得ることが難しかったです（停電

のため）。非常用持出袋には携帯ラジオも準備してい

たのですが、病院建物の中（看護室内）では受信でき

ませんでした。ちなみに患者さん持参のラジオや職員

のワンセグは受信できていました。災害時、正確な情

報の入手は困難なため、建物の中でも情報が得られる

機種または装備が必要と思われます。 

 

【職員の食住の確保】 

 職員自身も被災し、自宅のライフラインも止まって

ました。また、ほとんどの職員がガソリン不足のため

通勤が困難な状況で勤務をしなければなりませんでし

た。従って、泊りがけで勤務する職員も多く、その職

員を把握する必要がありました。その訳は緊急時に配

置できるようにすることと食事の用意をするためでし

た。震災当日の職員の夕食は、献立のカレーライス、

翌朝はおにぎりと具沢山の味噌汁など栄養管理科（厨

房）で具材を工夫して提供してもらいました。数日経

過した時点で粗食の現状から院長の判断により「総合

ビタミン剤」を全職員(委託業者含む)に配布しました

（１日分）。食事人数の把握はなかなか足並みがそろ

わず、調理中の追加要望や不足などの問題が発生しま

した。そこでルール（昼・夕・朝の３食の申込、食事

希望者名記入、回収時間設定等）や回収担当者を明確

にし、食事場所と時間も決め、セルフサービスとしま

した。担当者を決めた事で、現場が困惑しないように

問題発生時には速やかに対応できたと思われます。 

 

【災害時に必要なこと】 

 災害発生時は、自分自身の身を守る、生命を救う、

二次災害の回避といわれています。私達病院職員は、

まず自分が負傷すると助けられないので自分自身の身

を守り、揺れのおさまりを観察し、患者さんの周囲の

倒れやすい・落ちやすい物を除去し安全な環境にする

事でした。また、安心できる声がけと考えています。

そして平常時の医療・看護活動ではない臨機応変な対

応が迫られます。それは、 

・活動内容の急激な変化と業務量の増加、 

・不十分な情報で状況を見極める迅速な対応 

・医療機器や物品の不足、ライフライン等の環境の変

化など 

です。 

病院としての機能を維持するため、何を優先するかを

検討できる災害対策の組織体制と指示命令系統が速や

かに動く事です。 

 

【まとめ】 

 今回の震災では、建物が耐震構造であったこともあ

り、人的被害もありませんでした。しかしその他はど

うだったのか。情報の伝達方法や入手方法など様々な

問題が明確になり課題が残りました。当院では災害マ

ニュアルはありますが、文字が多いため行動しにくい

こともあり、見直しに取り組んでいました。年2回実

施している防火訓練のように災害時訓練も実施しなけ

ればと青写真を描いていましたが、日々の業務の中で

危機感が薄れ、中途半端になっていました。現在、今

回の体験をもとに、職員がマニュアルを身につけ臨機

応変に判断できるように、使える災害マニュアルの作

成に取組んでいます。 

 災害は、いつ襲ってくるか分からず、避ける事はで

きませんが、対応策は立てられます。医療安全管理室

は、防災災害対策委員会と協力して、職員がどのよう

な場面でも冷静に判断し行動できるように対策に取組

んで行きます。 

 
注１ RO水 

RO(Reverse Osmosis)は、半透膜に浸透圧と逆らう形で

大きな圧力をかけることで「逆浸透」をおこさせる技術(逆

浸透膜ろ過システム)のことで、RO水はこの逆浸透膜（RO

膜）でつくられた水のことをいう。 
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東日本大震災（マグニチュード９．０） 

  における大崎市古川地区の 

永仁会病院 機能復旧までの記録  

３月11日（金） 

 １４：４６ 

 地震発生当日  

復旧日  
正常化までの 

 期間  
備考  

診 

療  

外来診療  
診療中 ⇒ 緊急来院患者のみ 

     対応 

３／２２  １１日  通常診療再開後もガソリン不足により来院者回

復まで２週間を要した。  

透析治療  

実施中 

 ⇒ ４～５名返血できず 

 その他に帰宅できず入院４名  

３／２２  １１日  自家発電稼動で人工透析器可能。 

 ３／１８まで他院の患者も受入れ透析治療を

継続した。  

手術  手術中 ⇒ 中止  ３／２４  １３日  震災時、開腹中、縫合し延期。  

内視鏡検査  検査中 ⇒ 中止  ３／２２  １１日  ３／１８入院患者２名検査。  

入院患者数  
５８名  ～３／２１  54.5人／日   

  

ラ 

イ 

フ 

ラ 

イ 

ン  

電気  

通常時：東北電力100%  停電  ３／１７  ６日  ４／８にも余震で１日停電  

停電時：無停電装置 稼動  通電後 

終了 

 

 

非常用コンセントの数が少なく検査機器の一部

が非常用コンセントに対応していなかった。ま

た最大使用電気量が把握できておらず自家発電

の電気使用に制限を設けた。 

重油  

満タン時 １５ｋｌ 

  

 １日当たり消費量 

 (2010年平均 ⇒ 0.46kl 

 冷暖房のみ使用時)  

重油残量14.4ｋｌ(午後にたま

たま予定給油8ｋｌ行った) 

  

 自家発電で100％利用 

 １日あたりの消費0.5ｋｌ  

３／１７ ６日  重油取引業者が津波により甚大な損害を被り再

開のメド立たず（現在は営業している）。東京

の元卸から給油車を派遣してもらった（１

回）。  

水道  

100%上水道 

 受水槽80㎥ 

 高架水槽16㎥  

使用可：濁りあり 

 残留塩素濃度0.5mg/L 

 (受水槽、撹拌の為) 

３／１１ ０日  3/11水道水は濁りありも利用可能 

3/12大崎市給水車から飲料水補給 

3/13水道水OKも入院患者にはRO水提供  

災害時対応飲物 

 自動販売機 3台 

 （1F:２台、2F:１台）  

開放した ⇒ 飲料水  当日のみ ー  業者配送者ガソリン不足により配送不可 

３／末に再開  

都市ガス  
厨房、検査室、 

 ガス式エアコンの燃料  

マイコン作動：停止  ３／１２ １日  震災直後、厨房コンロでガス漏れあり 

ガス会社の点検ＯＫにより再開。  

医療ガス  

中央配管 

 酸素ボンベ  

酸素ボンベが倒れた 

 ⇒ 当日点検を受けた 

 異常なし  

 ０日    

暖房  

冷温水発生器(病室など） 

ガス式エアコン(ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ 

    (ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ))  

燃料重油(主装置近く配管破損) 

電気式(停電により使用不可 ) 

３／１９ 

３／１７ 

８日 

６日 

鉄筋の建物のため室温は１０℃前後を維持でき

た 

  

通 

信 

網  

電話  

院外電話 および 

   災害時優先電話  

使用できず  ３／１７ 

  

８日 

  

 商用電力の復旧とともに回復 

院内：内線  
使用可   

  

０日  

  

  

院内ＰＨＳ  
使用可   

  

 ０日    

インター 

ネット  

 

  

発生後3時間程度は使えたが、 

その後、使用不可 

３／１７ 

  

８日 

  

 商用電力の復旧とともに回復 

ＴＶ 
 

  

使用不可 

 （患者用：停電のため）  

３／１７ 

  

８日 

  

 商用電力の復旧とともに回復 

通 

勤  

自家用車のガソリン 

ガソリンスタンドも停電で供給

ストップ 

  

 ４／５頃 

満タン可 

 ２５日  東北地方沿岸部の給油所の損壊。鉄道貨物復

旧と塩釜港の復旧により徐々に回復 

鉄道などの公共機関  
陸羽東線 

東北新幹線 

４／１６  

４／２９ 

 １ケ月５日 

 

  

エ
レ
ベ
ー

タ
ー 

２基あり 

 １基（No２向かって左） 

 ⇒ 無停電装置対応  

2基とも停止  搭乗者不在確認 

 無停電系は業者点検後使用 

３／１７ 

３／１５ 

  

 ８日 

４日 

 商用電力の復旧とともに回復 
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６ 

四月の下旬、ＴＶの特集番組で、あるコンサート風

景が放映されました。2011年3月11日の東日本大震

災と津波に被災した気仙沼の映像で、演奏はジャズ

オーケストラ「スウィング・ドルフィンズ」によるも

のでした。スウィング・ドルフィンズの特徴はメン

バーが小・中学生なことです。演奏が始まると５００

人あまりの人が耳を傾け、拍手でリズムを取る人、目

を閉じ涙を流す人、微笑んでいる人など様々でした。

ですが演奏が終わる頃にはみんな笑顔に包まれていま

した。印象に残ったのは、ある女性が演奏後に受けた

インタビューの答えです。その女性はインタビューに

「本当の復興が始まった！」と答えました。 

同じ町の身近な子供たちが緊張しながらも興奮気味

に演奏する姿は、見るもの、聴くものに感動を与えた

ようですが、背景には色んな事があったようです。 

子供たちの多くは大震災後、避難所暮らしを余儀な

くされていました。子供たちを不安や悲しみが襲いま

す。その中の一人はスウィング・ドルフィンズのメン

バーです。願いは「夢中になってジャズ演奏をした

い」という、普段ならば、ごく当たり前に行ってきた

ことでした。そのメンバーの楽器は大震災の時、自宅

とともに流失し練習できない日々が続きました。避難

所の階段でギターのコードをそらんじる姿（エアギ

ター：ギターの弾き真似）、津波でさらわれた自宅付

近の瓦礫の山から失ってしまった自分のギターを捜す

姿、時には友人と楽器もないのに音合わせをする姿が

映し出されました。やがて思い出が詰まったギターは

見つかります。でも壊れてしまって演奏に使えそうも

なく、ひどく落ち込んでしまいます。 

そんな状況の中、アメリカのニューオンズからピカ

ピカの楽器が届きます。かつてニューオリンズを巨大

ハリケーン・カトリーナが襲った時、世界中から救

助・援助物資が届き、その物資に日本からの楽器が含

まれていたそうです。楽器はジャズプレーヤー達を歓

喜させ、早速ストリートライブを行いました。その姿

に街行く人々は勇気づけられたそうです。そのお返し

に楽器を送ってくださったそうで、子供たちはもちろ

ん大喜びし、猛練習しました。今回、そのお披露目

としてミニコンサートが企画されたそうです。 

演奏が終わると子供たちは涙を流しながらも笑顔

に満ち溢れていました。その笑顔が大人たちへ大き

な勇気と希望を与える事になります。先のインタ

ビューを受けた女性もその一人だったのです。 

子供たちの奏でるジャズは気仙沼の瓦礫と化した

静かな街に響き渡り、子供たちが被災した状況の中

でも再び立ち上がった事を、烽火のように気仙沼の

人々へ知らしめる結果となりました。 

 子供たちは、もしかすると、あの悪夢のような体

験を、無残な現実を忘れたくて、逃れたくて、ただ

ジャズの演奏に没頭しただけかもしれません。しか

し、子供たちが大人に与えた勇気も現実です。子供

たちの笑顔も現実です。大人たちの決意に満ちた表

情とその後に見せた笑顔も現実です。被災地の日本

人の品性を世界が賞賛していると報道されました。

どんな時でも黙々と、笑顔を取り戻せる東北の人々

のすばらしさを世界は賞賛したのかもしれません。 

病院は診療や治療で患者さんたちの疾患を癒した

り、軽減することができます。ですが、スウィン

グ・ドルフィンズの子供たちのように、笑顔で心ま

で元気づけられたなら素敵だと思い、このごろの日

課として、鏡の前で自分の笑顔をチェックしており

ます。今日の笑顔はどうかな？ 

 最後にスウィング・ドルフィンズのホームページ

に可愛いメッセージがありましたので、ご紹介しま

す。きっと笑顔になれますよ！ 
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●一瞬でライフライン、厨房設備に制限が 

その時、厨房の中は夕食のカレーの準備をしている

ところでした。ガタガタと小刻みな揺れを感じた後、

大きな横揺れに急いでガスの元栓を閉めました。回転

釜が大きく揺れ水が全てこぼれ、配膳車一台が横転し

破損。調理台の上の調味料や油は床に飛び散りまし

た。ガスは止まらなかったものの、3升炊きの炊飯釜

がガス漏れの危険があり使用禁止に。停電により冷凍

冷蔵庫、スチームコンベクション、食器洗浄機は機能

停止。自家発電により一部照明はつきましたが空調設

備もストップ。一部水道は出ましたが、飲水･調理に

は使用不可。という困難な状況に一瞬にして追い込ま

れました。 

●とにかく食事を出し続けよう！ 

災害時に備え、水、全粥（レトルト）、缶詰類を患

者50食×3日分を備蓄していましたが、夕食はまず無

事だったカレーを出すことにし、洗い物を減らすため

皿にラップをして盛り付けました。エレベーターも動

かないため医師、看護師ほか多くの職員の協力を得て

手渡しリレー配膳を行いました。 

夕食を配膳後、早速翌日からの対応を協議。いかに冷

蔵庫にある食材を無駄なく大切に使っていくか、献立

を検討しました。当面主食はオニギリと全粥（レトル

ト）にし、副食は豚汁や中華風旨煮、おでんなど温か

い具沢山の料理１品に決めました。食事は患者食プラ

ス泊り込みの職員の分も追加になるため１升炊き炊飯

釜をフル回転しなけらばならず、栄養士・調理師も病

院に泊り込むことに。ボールに水を張った簡易な地震

計を調理台に置き、朝５時半から余震と格闘しながら

の食事作りが始まりました。 

●多くの救援物資に勇気づけられました 

翌日、徐々に被害の状況が耳に入るようになり、一

同被害の大きさに驚愕するとともに、病院周辺の状況

がつかめず不安がつのってきました。ライフライン、

食品の流通再開の見通しがまるで立たないため、在庫

の食料でいつまで食事を出せるかが新たな問題となり

ました。米の在庫も3日分しかなかったため職員に声

がけしたところ、さすが米所、次々とお米の袋が届け

られました。そして、採れたてのかき菜やホウレン

草、乳製品、キノコ、うどんなど、職員のみならず地

域の皆様からたくさんの食料のご提供をいただき、

あっという間に材料置き場がいっぱいに。給水車から

水の供給もあり、２日目からはオニギリ、主菜のほか

に、新鮮なおひたしやサラダなどの副菜も増やすこと

ができました。 

●ガソリン不足に食品業社がストップ 

 水道は震災から３日目に、電気は7日目に復

旧しました。しかし、一週間が過ぎても食品業

社は一向に動きません。そこで、院内に食料調

達担当を設けて近隣の生産者などを回り、肉、

魚、豆腐・納豆など、利用できそうなものを仕

入れてもらい、その日の入手状況により臨機応

変に献立を変更しました。急きょマグロの刺身

を出し、患者さまに喜こばれたこともありまし

た。 

●2週間を振り返って、今後の課題   

 今回は多くの皆様のご協力をいただき無事食

事を出し続けることができました。が、食品業

社が再開するまで2週間を要したことから、食

糧の備蓄数の見直しや非常用電源の厨房機器へ

の供給の検討も必要と思われます。この経験を

基に非常時の対応をさらに検討していきたいと

思います。 

 

皆様のご協力、本当にありがとうございました 

  ＜ 栄養管理科一同 ＞ 

７ 



A 

８ 
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 この度の東日本大震災で被

災された皆様へ心よりお見舞

い申し上げます。また今回の

地震および津波で亡くなられ

た方のご冥福をお祈りすると

ともにご遺族の方へは謹んで

お悔やみ申し上げます。 

 災害時、温かいご支援とお

心遣いをいただきまして誠に

ありがとうございました。お

かげさまをもちまして、無事

に困難を乗り切ることができ

ました。皆様からのご支援が

あったからこそと心より感謝

申し上げます。 

院長 鈴木 祥郎 

 今年の夏はことのほか暑い日がつづきますが、みなさんきち

んとお食事食べていますか？つい面倒でごはんと漬物だけ、ま

たは素麺だけというお食事になっていないでしょうか。たしか

に食欲のないときは塩気のあるものを欲しますが、それだけで

は栄養不足。私達の身体の材料となるたんぱく質や食べた物を

上手にエネルギーに燃やしてくれるビタミン類が不足してしま

います。その結果、疲れやすい、だるいと夏バテになってしま

うのです。また食欲がないからと、果物や飲み物など冷たい水

物に頼りがちに。そのことも逆に消化能力を低下させ、消化不

良・食欲低下の悪循環に陥ります。 

Point１・良質のタンパク源＋ビタミンＢ１豊富な豚肉 

Point２・食欲増進、消化吸収の良い良質のたんぱく源、味噌 

Point３・ビタミンＢ１の吸収促進、アリシン豊富なニンニク 

Point４・冷えた消化管を温め、食欲を増進させる生姜 

暑い夏は冷たい麺や飲み物・果物に片寄りがちです。しかし冷たい物は胃腸の消化力を弱めかえって食欲低下

を招きかねません。温麺やネギ・生姜など身体を温めてくれる薬味を上手にとりいれましょう。また、主食

（ごはんや麺）と野菜だけの食事はたんぱく質やビタミンの摂取不足に陥ってしまいます。特にビタミンB群は

『疲労回復ビタミン』と言われ、肉や魚・卵などに多く含まれ効率よくエネルギーを燃焼してくれます。です

から、ごはんや麺を食べる時には少しでも肉や魚・卵などを一緒に食べるようにしましょう。 

【材料と作り方】*作りやすい量  

   

・豚挽き肉 150g   ・みそ  30g  

・おろし生姜 小さじ1  ・みりん 大さじ2 

・おろしﾆﾝﾆｸ 小さじ1  ・砂糖  大さじ1 

・ごま油   小さじ1/2    

     

1）フライパンにごま油を引き、おろした生姜とニンニ

クを弱火で炒める。 

2）香りがでてきたら挽肉を入れ、全体に火が通るまで

炒める。 

3）Aを加え全体に味をなじませたら完成。 

そのままご飯とレタスで巻いたり、素麺にのせて

ジャージャー麺風にしたりといろいろアレンジが可

能です。豆腐やゆで野菜のトッピングにもおススメ

です。 

よくよく話しを聞くと、いたずら好きなおじいさんの孫が連休中

に遊びに来ましたが、あまりに悪さがすぎるので、おじいさんは

おもわずゲンコツでポカリ～のつもりが、すばしっこい孫に逃げ

られて間違って柱をたたいてしまったようです。 

「カラーコピ」方言で「からこび」とはゲンコツのことです。 

ここはとあるＮ病院。 

ある日、 

右手を腫らして 

「孫を 

カラーコピーしたら 

手が！」 

とおじいさんが 

駆け込んできました??? 


